第931回　生物科学セミナー
日時：　　　 5月30日（水）　　16:40-18:10
演者：  　印南　秀樹　准教授　（総合研究大学院大学）
演題：　　　 重複した遺伝子の共進化に関する理論とその実証
ゲノムは、遺伝子が重複して増えることによって進化して来た。これは、生命の起源から、数千から数万個の遺伝子を擁する真核生物のゲノムへの進化を考えれば明らかである。本セミナーでは、遺伝子が重複した直後に、どのように分子レベルで進化するかを考える。重複した遺伝子は、その直後は全く同じ塩基配列をもち、機能的役割もほぼ等しい。しかしその後、突然変異が蓄積する過程で、機能を失ったり、新規の機能を獲得したりと、多様な進化を遂げる。この過程で興味深いのは、重複遺伝子がDNAレベルで共進化することである。これは、「遺伝子変換」というメカニズムを通して自然に起こるものである。遺伝子変換は相同性の高いDNA塩基配列間で起こる組換えの一種で、塩基配列を一方からもう一方へ“コピー＆ペースト”する。遺伝子変換は姉妹染色体間の相同部分で起こるだけでなく (allelic gene conversion)、重複してできた相同性の高い配列間でも起こる (interlocus gene conversion)。そして、後者が重複遺伝子の共進化をもたらす。これは、進化における偶然と必然が入り交じった複雑なプロセスで、私はこれを集団遺伝学の理論で記述することを試みて来た。本セミナーでは、その結果とともに、重複遺伝子の共進化が、ゲノム進化において、如何に重要な働きをして来たかをゲノムデータを用いて紹介する。
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